
『
摂
大
乗
論
』

「入
所
知
相
分
」

に
お
け

る
総
法

に

つ
い
て

合

田

秀

行

『
摂
大
乗
論
』
仁
お
げ
る
玄
装
訳
の

「
総
法
」
、
チ

ベ

ヅ
ト

訳

の

h
d
r
e
s
 
p
a
h
i
 
c
h
o
s

の
概
念
仁
着
目
し
な
が
ら
、
「
入
所
知

相

分
」
の

理
解
仁
関
わ
る
こ
の
基
本
概
念
仁
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
の

「
総
法
」

仁
関
し
て
は
、
す
で
仁
長
尾
雅
人
博
士
が
、
『摂
大

乗

論
-
和
訳
と
注

(1
)
解
-
』

仁
お
い
て
、
詳
細
な
注
釈
を
試
み
ら
れ
て
お
り
、
筆
者
の
問
題

意
識
も
そ
の
指
摘
仁
よ

っ
て
惹
起
さ
れ
た
。

ま
ず
、
玄
奨
訳
と
チ
ベ

ッ
ト
訳
か
ら
、
そ
の
用
例
を
引
用
す
る
。

「由
縁
総
法
出
世
止
観
智
故
、
由
此
後
得
種
種
相
識
智
故
、
為
断
及
相
阿
頼

(1
)

耶
識
諸
相
種
子
」
(五
七
-
八
頁
)

「
総
法
を
対
象
と
す

る
世
俗
を
超
越
し

た
シ
ャ

マ
タ
と
ビ
バ

シ
ャ
ナ
と
の
智

が
あ

る
。
そ
れ

仁
よ
り
後

仁
得
ら
れ

た
種

々
な

る
相

の

(世
俗
的
)

識
の
智

と
の
故
仁
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
種
子
及
び
因
と
し
て
倶
な
る
す
べ
て
を
断
じ
」

こ
こ
で
は
、
唯
識
性
証
入
の
見
道
位
仁
お
け

る
根
本
無
分
別
智
と
、

そ
れ
仁
基
づ
く
後
得
智
と
の
発
得
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
を
成

立
さ
せ
る
根
拠
は
、
「総
法
」
を
縁
ず

る
出
世
間
的
止
観
で
あ

る
。
ち

な
み
仁
、
「総
法
」
は
、
真
諦
訳
で
は

「
極
通
法
」
、
達
磨
笈
多
訳
で
は

「
通
相
法
」
と
あ
る
。
ま
た
、
以
上
の
三
訳

は
h
d
r
e
s
 
p
a
h
iに

対
す
る
訳
語

の
相
違

は
あ
る
も
の
の
、
全
体
的

仁
は
、
ほ
ぼ

一
致
す
る

と
見
倣
し
う
る
が
、
仏
陀
扇
多
訳

の
み
は
、
玄
癸
訳
の
棒
線
部
仁
相
当

す
る
部
分
が

「離
法
念
、
彼
出
世
間
定
慧
」
(
五
七
頁
)
と

な

っ
て

い

る
。

こ
れ
仁
関
し
て
は
検
討
を
要
す
る
が
、
そ

の
前
仁
、
そ
の
意
味
を

探
る
た
め
仁
、
還
元
梵
語
仁
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、

ラ

モ
ヅ
ト
博
士
は
、
こ
の
「
総
法
」
を
s
a
m
s
r
s
t
a
d
h
a
r
m
a
と

し
、
長
尾
博

士
は
、
そ
れ
を
s
a
m
s
r
s
t
a
d
h
a
r
m
a

と
改

め
て
い
る
。

(前
掲
書
、

六
五
頁
)
s
a
m
s
r
s
t
a

は
、
s
a
m
s
r
s
t
a
d
h
a
r
m
a

等
の
意

味
を
有
す
る
が
、
s
a
m
s
r
s
t
a
に
は
、
j
o
i
n
e
d
,
 
c
o
m
b
i
n
e
d

と
い
う
意
味

の
他
仁
、
全
く
反
対

の
d
i
v
i
d
e
d
と
い
う
意
味

も

有

す

印
度
學
佛
教
學
研
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『
摂

大
乗
論
』

「
入
所
知
相
分
」

仁
お
け
る
総
法

仁

つ
い
て

(合

田
)
 

六
八

る
。
漢
訳
仁
お
い
て

「
分
離
」
(
M
v
y
u
t
.
 
n
o
.
6
8
7
5
)

と
訳
さ
れ
る
の
は

後
者
の
用
例
で
あ
る
。
こ
の
他
仁
も
s
a
m
s
r
s
t
aの
意
味
内
容
は
複

雑
で
あ
る
が
、
仏
陀
扇
多
訳
を
考
慮
す
る
と
、
s
a
m
s
r
s
t
a
と
特
定
す

る
こ
と
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
喩
伽
師
地
論
』
を
は
じ
め

他

の

文
献
仁
お
い
て
h
d
r
e
s
 
p
a
h
i

は
、
m
i
s
r
aの
訳
語
と
し

て

用

い
ら

れ
、
さ
ら
仁
同
義
語
と
し
て
、
s
a
m
s
r
s
t
a
も
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
で

は
、
仏
陀
扇
多
の
翻
訳
意
図
仁
つ
い
て
、
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
の
二

資
料
と
し
て
、
「
入
所
知
相
分
」
か
ら
見
道
位
以
前
、
す
な
わ
ち
願

解

行
地
仁
あ
る
止
観
仁
つ
い
て
を
引
用
す
る
。

「念
法
義
定
慧

一
切
時
正
行
及
不
放
逸
故
」
(五
三
頁
)

ち
な
み
仁
、
玄
美
訳
と
チ
ベ

ッ
ト
訳
で
は
、

「緑
法
義
境
止
観
恒
常
股
重
加
行
無
放
逸
故
」
(五
三
-
四
頁
)

c
h
o
s
 
d
a
n
 
d
o
n
 
l
a
 
d
m
i
g
s
 
p
a
h
i
 
m
t
h
o
n
…
(
D
.

2
3
b
/
P
.
2
7
a
)

「法
と
義
と
を
対
象
と
す
る
シ
ャ
マ
タ
と
ビ
バ
シ
ャ
ナ
と
を
…
」

と
あ
り
、
止
観

の
最
も
基
本
的
な
構
造
と
そ
の
実
修
態
度
を
明
か
す
。

こ
の
場
合

の
法
義
は
、
「
入
所
知
相
分
」
の
冒
頭

仁
示
さ
れ
て
い
る

よ

う
仁
、
十

二
部
教
等

の
教
法
と
そ
の
教
法
所
詮
の
意
義
と
を
表
わ
し
、

有
見

の
意
言
分
別

の
対
象
と
さ
れ
る
。
こ
れ
仁
関
連

し

て
、
『
解
深
密

経
』

の
以
下
の
叙
述
が
想
起
さ
れ
る
。

「於
如
所
取
尋
伺
法
相
。
若
有
麓
顕
領
受
観
察
。
諸
奢
摩
他
毘
鉢
舎
那
。
是

名
有
尋
有
伺
三
摩
地
。
(中
略
)
若
縁
総
法
奢
摩
他
毘
鉢
舎
那
。
是
名
無
尋

無
伺
三
摩
地
」
(大
正
蔵
十
六
・
六
九
九
中
)

こ
れ
を
、
仏
陀
扇
多
訳
と
照
合
す
る
と
、
法
相

仁
お
け
る
有
尋
伺
の
止

観
は

「
念
法
義
」
仁
、
総
法
を
縁
ず
る
無
尋
伺
、
す
な
わ
ち
無
相
の
止

観
は

「
離
法
念
」
仁
対
応
す
る
。
従

っ
て
、
出
世
間

の
止
観
た
る
後
者

は
、
も
は
や

一
切
の
法
相
が
遮
遺
さ
れ
た
唯
識
真
観
悟
入
の
境
位
で
あ

る
こ
と
か
ら
、

こ
の
部
分
を

「
(有
相
の
)
法
念

を
離
れ
る
」
と
翻
訳
し

た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
「
総
法
」
の
意
味
仁
つ
い
て
、
さ
ら
仁
掘
り
下
げ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
『摂
大
乗
論
』
の
無
性
釈
仁
は
以
下
の
よ
う
に
説
示
さ
れ
る
。

「『総
法
を
対
象
と
す
る
』
と
い
う
の
は
、
真
如
を
本
性
と
し
て
説
示
さ
れ

た
法
を
、
す
べ
て
集
め
て
対
象
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
も
な
く
ば
、
い
か

仁
時
間
を
要
し
て
も
、
無
分
別
智
の
生
起
は
成
立
し
な
い
」

こ
こ
で
は
、
『解
深
密
経
』
仁
お
け
る
総
法

の
定
義
が
踏
襲
さ

れ

て

い
る
。
こ
の

『解
深
密
経
』
で
は
、
真
如
仁
続

い
て
、
菩
提
、
浬
盤
小
、

転
依
の
そ
れ
ぞ
れ
仁
も
随
順
し
、
趣
向
し
、
臨
入
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
が

一
味
性
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
ま
た
、

小
総
法

・
大
総
法

・
無

量
総
法
の
差
別
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
差
別
は
、
喩
伽
師

の
総
法

-580-



仁
対
す
る
習
熟
の
深
浅
を
表
わ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
総
法

そ
れ
自
体
は
、
あ
く
ま
で
も
真
如
の
一
味
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
仁
、

五
縁
仁
よ
っ
て
、
総
法
を
縁
ず
る
止
観
が
得
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。

「
二
者
於
思
惟
時
刹
那
刹
那
。
融
錆

一
切
麓
重
所
依
。
二
者
離
種
種
想
得
楽

法
楽
。
三
者
解
了
十
法
無
差
別
相
無
量
法
光
。
四
者
所
作
成
満
相
応
浄
分
無

分
別
相
恒
現
在
前
。
五
者
為
令
法
身
得
成
満
故
。
摂
受
後
後
転
勝
妙
因
」

(大
正
蔵
十
六
・
六
九
九
上
)

こ
れ
仁
関
す
る
チ
ベ
ッ
ト
訳

の
註
釈
に
よ
っ
て
、

一
部
分
を
補
足
す
れ

ば
、
鹿
重
g
n
s
a
 
n
a
n
 
l
e
n

の
障
擬
s
g
r
i
 
p
aを
離
れ
る
b
r
a
l

こ
と
仁
よ
り
、
身
心
l
u
s
 
d
a
n
 
s
e
m
s

軽
安
と
な
り
s
i
n
 
t
u
 
s
b
y
a
n
s

p
a
s
、種

々
の
想
を
離
れ
る
法
士暑
仁
お
い
て
c
h
o
s
 
k
y
i
 
k
u
n
 
l
a

歓
喜
d
g
a
h
 
b
aを得
る
h
t
h
o
b
 
p
a
と
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
仁
法
光

(d
h
a
r
m
a
b
b
a
s
a
)
 
c
h
o
s
 
s
n
a
n
 
b
a

を
正
知
す
る
こ
と
y
a
n
 
p
a
r

と
い
う

の
は
、
無
量
法
仁
お
い
て
c
h
o
s
 
s
n
a
n
 
m
e
d
 
l
a

極
め

て
善
く
s
i
n
 
t
u
 
l
e
g
s
触
れ
る
か
ら
で
あ
る
r
e
g
 
p
a
h
i
 
r
o

(3
)

(
c
f
.
,
 
P
.
N
o
.
4
0
3
3
,
 
1
8
1
a
)

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
は
、
「
総
法
」
仁
関
す
る
資
料
の
一
端
仁
過
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
が

鍮
伽

師

の
究
極
的
境
位

仁
決
定
的
条
件
と
し
て
関
与
し
て
い
る
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。
長
尾
博
士
の
前
掲
書
の
中
仁
、
こ
の
状
態
を

「
か
な
り

高
度
仁
進
ん
だ
理
解
や
心
境
を
示
す
も
の
で
、
究
極
の
さ

と

り

仁
近

い
」
(六
六
頁
注
2
)
と

コ
メ
ン
ト
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
玄
契
訳

の
「
総
」
、

真
諦
訳

の

「
極
通
」
等
を
哲
学
用
語

へ
置
き
換
え
て
み
る
な
ら
ぽ
、

普

遍
的
u
n
i
v
e
r
s
a
l

と
い
う
概
念

仁
極
め
て
類
似
し
て
い
る
と

思

わ

れ

る
。
『
解
深
密
経
』
仁
お
け
る

一
味
性
e
k
a
r
a
s
a
と
い
う
注
釈
も
そ
れ

を
裏
付
け
る
要
素
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

一
切
教
法
が
湧
出
す
る
と

こ
ろ
の
根
源
的
領
域
仁
逢
着
す
る
。
そ
れ
は
、
法
喜

・
法
光
仁
象
徴
さ

れ
る
よ
う
仁
、
明
ら
か
仁
真
如
と
の
宗
教
的

一
体
観
が
介

在

し

て

お

り
、
そ

の
体
験
は
、
修
道
者
仁
お
け
る
実
践

の
方
向
性
を
規
定
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
研
究
発
表
中
仁
言
及
し

た

『
大
乗
荘
厳
経
論
』
仁

お

け

る

s
a
m
p
i
n
d
i
t
a
d
h
a
r
m
a
、

及
び
無

著

造

『金
剛
般
若
経
釈
論
顛
』
と
の

関
連
性
仁
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
制
約
上
割
愛
す
る
。

1
 
長
尾
雅
人
著

『摂
大
乗
論
-
和
訳
と
注
解
-
』
下
巻
、
講
談
社
、

一
九

八
七
年
。

2
 
佐
々
木
月
樵
著

『漢
訳
四
本
対
照
摂
大
乗
論
』
改
訂
新

版
、
臨
川
書

店
、

二
九
七
七
年
。
以
下
本
論
中
仁
頁
数
の
み
記
す
。

3
 
野
沢
静
証
著

『大
乗
教
楡
伽
行
の
研
究
』
二
三
五
頁
参
照
。
法
蔵
館
、

一
九
五
七
年
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

『摂
大
乗
論
』
、総
法
、
真
如

(日
本
大
学
大
学
院
)

『
摂
大
乗
論
』
「
入
所
知
相
分
」

仁
お
け
る
総

法

に
つ
い
て

(
合

田
)
 

六
九
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